
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
約
二
、四
四
〇
ペ
ー
ジ

◎
揃
定
価
―
本
体
１
９
６
、０
０
０
円
＋
税

◎
刊
行
―
'15
年
12
月
／
'16
年
４
月
／
'16
年
７
月
（
全
３
回
配
本
）

◎
別
冊
―
―
解
説
・
総
目
次
・
総
索
引
・
附
表
（
分
売
価
格 

本
体
２
、０
０
０
円+

税
）

◎
編
集
委
員
―
（
代
表
）
藤
澤
健
一
・
近
藤
健
一
郎
・
櫻
澤 

誠
・
高
橋
順
子
・
戸
邉
秀
明
・

　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
協
力
）
田
中
萌
葵

◎
推
薦
―
弓
削
政
己
・
仲
宗
根
將
二
・
大
田
静
男
・
川
井 
勇

刊
行
の
意
図	

藤
澤
健
一
（
編
集
委
員
代
表
）

　
本
復
刻
は
、
沖
縄
戦
の
終
結
以
後
、
米
軍
に
よ
る
奄
美
、
お
よ
び
琉
球
諸
島
（
沖
縄
、
宮
古
、
八
重
山
）
の
占
領
初
期
に
各
群
島
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
教
員
団
体
に
よ
る
機
関

誌
（
一
九
四
七
年
か
ら
五
〇
年
代
は
じ
め
ま
で
）
を
可
能
な
限
り
集
成
し
、
編
集
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
下
に
お
い
て
組
織
的
な
機
能
の
消
滅
や
断
絶
を

被
り
な
が
ら
も
、
各
団
体
は
教
育
会
な
ど
の
戦
前
期
の
組
織
を
継
承
し
つ
つ
各
群
島
に
お
い
て
結
成
さ
れ
た
。
復
刻
対
象
は
、
奄
美
大
島
連
合
教
育
会
『
教
育
大
島
』、
奄
美
大
島

連
合
教
職
員
組
合
『
教
育
と
文
化
』、
沖
縄
教
育
連
合
会
『
新
教
育
』『
新
教
育
ニ
ュ
ー
ス
』、
宮
古
教
育
会
『
宮
古
教
育
』『
教
育
時
報
』、
八
重
山
教
育
会
『
新
世
代
』
で
あ
る
。

各
機
関
誌
は
群
島
別
の
分
割
統
治
期
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
群
島
ご
と
の
個
性
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
。

　
現
在
の
書
誌
調
査
を
も
っ
て
も
、
す
べ
て
の
機
関
誌
に
お
い
て
刊
行
の
全
体
像
は
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
個
別
に
参
照
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
。

本
復
刻
は
四
群
島
の
機
関
誌
を
体
系
的
・
統
合
的
に
捉
え
た
、
研
究
史
上
、
は
じ
め
て
の
こ
こ
ろ
み
と
な
る
。

　
奄
美
・
琉
球
に
お
け
る
教
員
団
体
機
関
誌
に
着
目
す
る
意
義
は
な
に
か
。
そ
れ
は
各
群
島
が
米
軍
に
よ
り
直
接
占
領
さ
れ
た
と
い
う
、
大
和
と
は
異
な
る
固
有
の
占
領
経
験
を
も

つ
こ
と
に
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
占
領
に
よ
る
必
然
的
な
帰
結
と
し
て
、
現
実
に
お
い
て
も
在
日
米
軍
基
地
が
沖
縄
の
人
び
と
の
日
常
と
精
神
を
苛
み
つ
づ

け
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
現
実
の
起
源
と
い
う
べ
き
時
代
の
証
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
教
員
団
体
機
関
誌
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
る
い
は
教

員
団
体
機
関
誌
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
同
時
代
の
社
会
と
文
化
、
人
間
の
息
吹
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
占
領
と
い
う
揺
る
が
ぬ
現
実
に
教
員
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
か
。
奄
美
・
琉
球
の
現
代
史
を
構
成
し
た
基
礎
史
料
と
し
て
本
復
刻
を
刊
行
す
る
。

原
誌
発
行

︱
奄
美
大
島
連
合
教
育
会
、奄
美
大
島
連
合
教
職
員
組
合
／
宮
古
教
育
会
／
八
重
山
教
育
会
／
沖
縄
教
育
連
合
会

１
９
４
７
年
２
月
～
１
９
５
３
年
３
月
　
全
７
巻
・
別
冊
１［
編
集
復
刻
版
］  

不
二
出
版

占
領
下
の
奄
美・琉
球
に
お
け
る
教
員
団
体
関
係
史
料
集
成



宮
古
圏
域
を
知
る
貴
重
な
資
料

仲
宗
根
將
二
（
宮
古
郷
土
史
研
究
会
顧
問
）

先
の
大
戦
で
は
宮
古
は
三
つ
の
軍
用
飛
行
場
を
中
心
に
全
域
軍
事
基
地
化
さ
れ
、

お
よ
そ
三
万
の
陸
海
軍
将
兵
が
展
開
し
た
。
地
上
戦
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
連
日

の
米
・
英
軍
の
猛
爆
と
艦
砲
射
撃
で
、
平
良
の
ま
ち
を
は
じ
め
、
集
落
の
大
方
は
焦

土
と
化
し
た
。
米
軍
の
占
領
行
政
は
一
九
四
五
年
十
二
月
八
日
開
始
さ
れ
る
が
、
人

び
と
は
国
・
県
と
関
り
な
く
「
自
立
」
を
模
索
し
て
い
た
。
明
治
以
来
の
沖
縄
県
宮

古
支
庁
長
を
会
長
と
す
る
、
官
制
の
宮
古
郡
教
育
部
会
は
一
九
四
六
年
九
月
、「
宮
古

教
員
組
合
」
に
生
ま
れ
替
っ
た
。
事
業
方
針
の
筆
頭
に
「
教
員
の
経
済
的
、
社
会
的

並
に
政
治
的
地
位
の
向
上
」
を
掲
げ
、
初
め
て
開
設
さ
れ
た
宮
古
郡
会
議
員
に
委
員

長
を
推
薦
す
る
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
開
始
し
た
が
、
教
員
組
合
は
米
軍
の
許
可
が

得
ら
れ
ず
、
一
九
四
七
年
七
月
、
改
め
て
「
宮
古
教
育
会
」
と
し
て
再
発
足
し
た
。

同
年
九
月
一
日
、
機
関
紙
『
宮
古
教
育
』（
月
刊
）
が
創
刊
さ
れ
た
。
創
刊
の
辞

は
冒
頭
に
「
軍
国
主
義
の
強
制
と
封
建
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
桎
梏
か
ら
解
放
さ
れ

た
」
と
記
し
て
い
る
。
明
治
以
来
の
「
皇
民
教
育
」
へ
の
反
省
と
も
受
け
と
れ
よ
う
。

一
九
五
〇
年
四
月
に
は
専
任
の
編
集
者
を
お
い
て
、『
教
育
時
報
』（
の
ち
『
宮
古
教

育
時
報
』）
に
改
め
、週
刊
に
発
展
し
て
い
る
。
論
壇
も
設
け
ら
れ
、P
T
A
の
必
要
性
、

教
育
委
員
会
制
度
の
確
立
、
育
英
会
の
設
立
等
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
二
年
代
以
降
は
月
六
回
刊
、
隔
日
刊
へ
と
発
展
し
、
組
織
も
一
九
五
二
年

七
月
、「
宮
古
教
職
員
会
」
に
改
め
、
一
九
五
三
年
十
一
月
、
連
合
体
で
あ
る
沖
縄
教

職
員
会
の
地
区
組
織
と
な
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代
の
「
日
本
国
憲
法
の
下
へ
」
の
、

壮
大
な
祖
国
復
帰
運
動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
機
関
紙
は
そ
れ
ら
運
動
の
反
映
で

あ
り
、
宮
古
圏
域
の
教
育
問
題
は
じ
め
、
世
相
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

奄
美
諸
島
の
新
制
教
育
の
理
念
、
具
体
的
教
育
活
動
、

戦
前
教
育
者
へ
の
批
判
、
復
帰
運
動
や
地
域
の
動
向

や
変
化
と
背
景
を
示
す
書

弓
削
政
己
（
奄
美
市
文
化
財
保
護
審
議
会
長
）

一
九
四
七
年
、
泉
芳
朗
は
「
教
育
と
民
主
革
命
」
と
題
し
、
戦
前
の
軍
国
主
義
教

育
へ
の
批
判
的
見
地
や
「
月
齢
」
な
ど
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
詩
三
点
を
掲
載

し
て
い
る
の
が
『
教
育
大
島
』（
奄
美
大
島
連
合
教
育
会
刊
行
）
で
あ
っ
た
。
武
力
や

権
威
に
迎
合
す
る
事
大
主
義
的
態
度
は
、「
今
日
は
民
主
主
義
者
に
豹
変
」
し
て
も
恥

ず
べ
き
行
為
で
も
な
い
と
さ
れ
る
傾
向
に
、
深
い
自
念
を
申
し
立
て
、
一
方
、
三
機

関
（
鹿
児
島
県
教
職
員
組
合
奄
美
地
区
支
部
ほ
か
）
か
ら
収
集
し
た
こ
の
月
刊
誌
は
、

新
教
育
、
個
性
を
模
索
し
日
本
の
新
制
度
の
教
育
情
報
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
各
教
科

の
考
え
を
新
聞
や
書
籍
か
ら
貪
る
よ
う
に
紹
介
を
す
る
。

そ
し
て
、
奄
美
諸
島
の
教
育
内
容
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
主
に
奄
美
諸
島
各
地

の
教
育
従
事
者
の
苦
労
や
意
見
、
具
体
的
方
向
性
の
提
案
、
郡
内
教
育
研
究
会
の
動

向
を
示
し
た
の
が
、
題
名
を
変
え
た
『
教
育
と
文
化
』
で
あ
る
。

同
時
に
「
日
本
復
帰
」
運
動
と
重
な
っ
て
い
た
た
め
、
い
ず
れ
も
復
帰
に
関
し
て
、

考
え
方
の
変
化
や
背
景
を
と
ら
え
る
端
緒
も
示
し
て
い
る
。
沖
永
良
部
島
、
与
論
島

は
復
帰
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
「
二
島
分
離
論
」、
貧
困
な
校
舎

や
教
育
条
件
に
対
す
る
児
童
、
生
徒
の
声
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
低
い
教
員
の

給
与
の
状
況
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
P
T
A
の
い
わ
ゆ
る
「
あ
か
つ
ち
文
化
」

に
類
す
る
背
景
や
産
業
復
興
な
ど
、
様
々
な
内
容
が
あ
る
。
密
航
に
よ
る
教
科
書
入

手
と
共
に
、
こ
の
月
刊
誌
に
よ
り
当
時
の
教
育
動
向
が
幅
広
く
理
解
で
き
る
。
そ
れ

は
『
自
由
』、『
新
青
年
』
と
と
も
に
、
当
時
の
状
況
を
教
育
の
視
点
で
検
討
さ
せ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　『
占
領
下
の
奄
美・琉
球
に
お
け
る
教
員
団
体
関
係
史
料
集
成
』
推
薦
文



発
行
に
寄
せ
て

川
井　
勇
（
沖
縄
大
学
人
文
学
部
教
授
）

戦
後
七
〇
年
に
あ
た
り
、
極
め
て
貴
重
な
史
料
が
復
刻
さ
れ
る
こ
と
を
喜
び
た
い
。

今
回
復
刻
さ
れ
る
史
料
は
、
一
九
四
七
年
か
ら
琉
球
政
府
発
足
後
の
一
九
五
三
年
く

ら
い
ま
で
の
奄
美
、
沖
縄
、
宮
古
、
八
重
山
各
群
島
に
お
け
る
教
員
団
体
機
関
誌
で

あ
る
。
教
育
再
建
は
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
進
め
ら
れ
た
の
か
、

占
領
初
期
の
奄
美
、
沖
縄
、
宮
古
、
八
重
山
に
お
け
る
教
育
の
動
向
を
知
る
上
で
極

め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

奄
美
諸
島
と
沖
縄
に
と
っ
て
の
七
〇
年
は
、
他
府
県
の
七
〇
年
と
は
大
き
く
意
味

が
違
う
。
沖
縄
本
島
で
は
「
鉄
の
暴
風
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
の
砲
火
と
地
上
戦
に

よ
り
、
人
も
物
も
、
蓄
積
さ
れ
て
き
た
文
化
遺
産
も
暴
力
的
に
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
巻

き
戻
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

復
帰
後
に
作
ら
れ
た
「
艦
砲
ぬ
喰
ぇ
残
さ
ー
」
と
い
う
新
沖
縄
民
謡
が
あ
る
。
艦

砲
射
撃
（
戦
争
）
に
人
も
故
郷
も
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
生
き
残
っ
た
者
は
艦
砲

の
喰
い
残
し
さ
、
こ
の
理
不
尽
を
子
孫
末
代
ま
で
伝
え
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
よ
う
な
す
さ
ま
じ
い
歌
な
の
だ
。
ま
さ
に
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

一
九
四
六
年
一
月
二
九
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
、
対
馬
諸
島
、

北
緯
三
〇
度
以
北
の
琉
球
諸
島
を
日
本
と
し
、
そ
れ
以
外
を
日
本
政
府
の
行
政
権
か

ら
分
離
す
る
覚
書
を
発
し
、
奄
美
・
沖
縄
は
日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
。
さ
ら
に
四

群
島
が
統
合
（
一
九
五
一
年
四
月
琉
球
臨
時
中
央
政
府
、一
九
五
二
年
四
月
琉
球
政
府
）

さ
れ
る
以
前
、
少
な
く
と
も
一
九
五
〇
年
こ
ろ
ま
で
は
軍
事
上
、
群
島
間
の
交
通
が

厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、
奄
美
、
沖
縄
、
宮
古
、
八
重
山
の
各
群
島
は
、
そ
れ
こ

そ
「
島
（
群
島
）」
ご
と
に
戦
後
復
興
に
取
り
組
ん
だ
。

復
興
は
ま
ず
教
育
か
ら
、
と
い
う
意
識
は
各
群
島
に
共
通
し
て
い
る
が
、
島
独
自

の
教
育
復
興
の
様
子
を
本
史
料
集
成
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
戦
後

七
〇
年
、
日
本
国
と
沖
縄
の
間
で
積
み
残
さ
れ
た
課
題
は
少
な
く
な
い
。
占
領
初
期

の
原
点
に
戻
り
、
戦
後
教
育
を
と
ら
え
直
す
作
業
が
広
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

大
田
静
男
（
八
重
山
郷
土
史
家
）

　

戦
争
は
一
日
に
し
て
始
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
戦
争
を
開
始
す
る
過
程
は

長
い
年
月
を
要
す
る
。

　

国
民
が
疑
問
を
挟
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
用
意
周
到
に

国
家
の
都
合
の
い
い
法
律
を
成
立
さ
せ
、
や
が
て
、
異
論
を
は
さ
む
者
を

大
衆
か
ら
非
国
民
と
し
て
指
弾
さ
せ
、
孤
立
さ
せ
る
。
そ
し
て
弾
圧
。

　

他
国
の
歴
史
や
文
化
を
蔑
み
、
破
壊
し
異
民
族
の
血
が
滴
る
こ
と
を

平
和
の
た
め
だ
と
宣
言
す
る
。

　

蛮
行
に
熱
狂
し
支
持
す
る
国
民
。
そ
ん
な
国
民
に
洗
脳
す
る

〈
教
育
〉
こ
そ
が
伏
魔
殿
の
玉
座
に
い
る
者
の
陰
謀
だ
。

　

教
育
は
す
べ
て
が
、
玉
座
に
忠
誠
を
尽
く
す
た
め
に
あ
る
。

琉
球
処
分
後
「
四
民
平
等
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
泥
に
ま
み
れ
て
い
た

百
姓
に
も
教
育
権
が
与
え
ら
れ
た
。

　

そ
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、
玉
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へ
忠
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を
誓
う
こ
と
で
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っ
た
。

ひ
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、
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を
〈
皇
民
化
教
育
〉
と
呼
ぶ
。

　
「
国
家
へ
の
忠
誠
心
が
薄
い
」
と
い
わ
れ
る
と
、
沖
縄
教
育
界
あ
げ
て
、

玉
座
へ
の
忠
誠
心
を
示
し
た
〈
死
の
美
学
〉
を
説
い
た
。

　

そ
の
な
れ
の
果
て
は
、
鉄
の
暴
風
、
マ
ラ
リ
ア
地
獄
と
い
う
、

あ
ま
り
に
も
残
酷
な
形
で
終
焉
し
た
。

　

骨
の
髄
ま
で
浸
み
込
ん
だ
飼
い
犬
精
神
に
向
き
合
う
こ
と
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

米
軍
占
領
下
、
マ
ラ
リ
ア
の
猖
獗
、
食
糧
難
、
荒
廃
し
混
乱
す
る
社
会
。

米
軍
と
い
う
巨
大
な
権
力
と
結
託
す
る
島
の
有
力
者
。

　

そ
れ
と
対
峙
し
な
が
ら
、「
戦
後
教
育
を
ど
う
進
め
る
べ
き
か
」

粟
粒
の
よ
う
な
島
で
、
消
化
不
良
の
〈
皇
民
化
教
育
〉
を
か
か
え
な
が
ら
、

こ
ど
も
た
ち
の
瞳
に
虹
を
取
り
戻
そ
う
と
し
た

教
師
や
教
育
関
係
者
の
懊
悩
と
熱
意
が

　
「
新
世
代
」
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

幻
と
も
い
え
る
本
著
が
復
刻
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

　
　『
占
領
下
の
奄
美・琉
球
に
お
け
る
教
員
団
体
関
係
史
料
集
成
』
推
薦
文
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